






要約:川崎病における血液凝固・線溶能亢進は,第Ⅷ因子様抗原が TAT,Dダイマーに比して

高値であるのが特徴的であり,炎症反応による血液凝固能亢進だけでなく,むしろ,血管内

皮細胞傷害が基本的要因となり惹起されたものいえる。また,血管内皮細胞傷害を検討する

のに多種のマーカーがあるが,そのなかでも第Ⅷ因子様抗原(von Willebrand 因子抗原)は

現時点においても簡単に測定できる有用なマーカーといえる。 


